
３月２日に『まちなか“雛”ミュージアム』のオープニングセレモニーが町ふるさ
と交流センター「あがらっしゃい」前で行われ、小学生がお雛様に扮

ふん

する「人
にん

間
げん

雛
びな

」
が披露されました。（関連記事…10ページ）

▲

主な内容
〇大寺小学校 閉校（２ページ）
〇平成31年度当初予算（４ページ）
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　私は、大寺小最後の１年間、２・
３年生でいっしょに勉強できたこ
とがうれしかったです。分数を教え
たり、そろばんを教え合って学習し
たりして楽しかったです。
　山辺小では、友だちをふやしたい
です。また、新しい１年生も入って
くるので、４年生として、がんばっ
ていきたいです。

　大寺小最後の全校生の人数は、
44人でした。人数が少ないからこ
そ、できることがたくさんありま
した。全校生で給食を食べたり、
勉強をしたり、遊んだりしました。
どれも楽しい思い出ばかりです。
ぼくは笑顔がいっぱいの大寺小学
校が大好きです。

　大てら小でのいちばんのおもい
出は、学校しゅくはくです。よるの
きもだめしがこわかったです。ぜ
ん校生でたくさんあそんだ44ハッ
ピーデーもわすれられません。１
年かん、大てら小ですごすことが
できてよかったです。山のべ小では、
たくさんともだちをつくって、な
かよくしていきたいです。

ありがとう大寺小学校　～大寺小学校の思い出、新しい学校生活への目標～

　

平
成
30
年
度
で
閉
校
と
な
っ
た
大

寺
小
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
、

３
月
19
日
に
行
わ
れ
、
最
後
の
卒
業

生
６
人
が
一
人
ず
つ
登
壇
し
、
校
長

先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

全
校
生
で
の
お
別
れ
の
言
葉
で

は
、
在
校
生
38
人
が
卒
業
生
と
の
思

い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
６
年
間

の
思
い
出
を
胸
に
中
学
校
で
も
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
卒
業

生
た
ち
は
先
生
や
両
親
へ
の
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
大
好
き

な
大
寺
小
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
自

信
に
し
、
輝
く
未
来
に
向
か
っ
て
力

い
っ
ぱ
い
羽
ば
た
き
ま
す
」と
誓
い
、

新
た
な
舞
台
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
大
寺
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
は
山
辺
小
学
校
に
通
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
の
友
だ
ち
だ
け
で
な

く
、
新
し
い
友
だ
ち
や
先
生
方
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
新
た
な
学
校
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

大
寺
小
学
校
の
145
年

（
明
治
７
年
〜
平
成
31
年
）

明
治

７
年　

 

大
寺
学
校
設
立
（
安
国
寺
の

本
堂
を
借
り
る
）

13
年　

 

新
校
舎
落
成
（
大
寺
村
小
鶴

沢
578
番
地
）

17
年　

 

児
童
数
増
加
に
よ
り
、
校
舎

隣
の
郷
蔵
を
借
り
て
、
分
教

場
と
す
る
。

20
年　

 

大
寺
尋
常
小
学
校
と
改
称（
四

年
制
）

29
年　

 

新
校
舎
落
成
・
和
風
２
階
造

り
（
大
寺
村
大
字
560
番
地
）

大
正

13
年　

 

大
寺
尋
常
高
等
小
学
校
と
改

称　

改
築
校
舎
落
成

昭
和

13
年　

校
旗
樹
立

16
年　

 

４
月
１
日
、
大
寺
国
民
学
校

と
改
称　

初
等
科
６
年
、
高

等
科
２
年
、
義
務
教
育
８
年

22
年　

 

４
月
１
日
、
大
寺
村
立
大
寺

小
学
校
と
改
称　

７
月
、
大

寺
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
設
立

29
年　

 

10
月
１
日
、
山
辺
町
立
大
寺

小
学
校
と
な
る
。

30
年　

 

２
月
11
日
、
校
歌
の
制
定　

３
月
、
校
歌
制
定
記
念
式
を

行
う
。

31
年　

 

９
月
10
日
、
大
寺
小
学
校
教

育
後
援
会
を
組
織

33
年　

 

８
月
３
日
、
旧
校
舎
解
体

大
寺
小
学
校 

閉
校

あ
り
が
と
う
、
忘
れ
な
い

卒業証書授与式での全校合唱。大寺小学校の最後の卒業生は６人。これまでの思いを込めて歌声を響かせました。

①堂々と退場する卒業生　②卒業証書授与　③先生や

両親への感謝の気持ちを伝えました　④卒業生と最後

の合唱をする在校生

（
平
成
元
年
）

34
年　

 

１
月
14
日　

新
校
舎
落
成

　
　
　
（
現
大
寺
ふ
れ
あ
い
公
園
の
地
）

35
年　

 
 12
月
25
日　

特
別
教
室
落
成

（
保
健
室
、
理
科
室
、
図
書
室

な
ど
）

42
年　

 

町
給
食
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
給

食
開
始

48
年　

 

11
月
11
日
、
創
立
100
周
年
記

念
式
典
挙
行　

記
念
碑
建
設

64
年　

 

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
教
室
を
初

め
て
開
催　

５
・
６
年
生

平
成

２
年　

親
子
ス
キ
ー
教
室
実
施

４
年　

特
殊
学
級
を
開
設

６
年 　

 

６
月
４
日
、
新
校
舎
起
工
式　

12
月
20
日
、新
校
舎
竣
工
（
現

在
地
）

７
年　

 

１
月
11
日
、
新
校
舎
で
３
学

期
始
業
式

　
　
　

 

11
月
３
日
、
新
校
舎
落
成
記

念
式
典
、
校
旗
を
新
調

14
年　

二
学
期
制
に
な
る
。

24
年　

 

４
月
１
日
、
鳥
海
小
と
再
編
・

統
合　

山
辺
町
特
認
校
と
な

る
。
特
別
支
援
学
級
開
設

28
年　

 

12
月
21
日
、「
学
区
再
編
に
つ

い
て
の
現
状
を
話
す
会
」
が
、

町
教
育
委
員
会
主
催
で
開
催

29
年　

 

７
月
、
31
年
度
か
ら
山
辺
小

と
の
再
編
・
統
合
が
決
定

30
年　

 

10
月
27
日
、
閉
校
記
念
式
典
・

思
い
出
を
語
る
会

31
年　

 

３
月
31
日
、
閉
校

※記載の学年は大寺小学校在籍当時です。

４年

桜
さくらい

井 悠
ゆう

斗
と

さん（蓮台寺）
３年

村
むら

山
やま

 心
こと

美
み

さん（荒谷）
1年

渡
わた

辺
なべ

 賢
すぐる

さん（西之表）

②

③ ④①

　

創
立
145
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
４
、４
９
４
人
の
卒
業
生

が
巣
立
っ
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
大
寺
小
学
校
。
母
校
の
思

い
出
は
永
遠
に
。
そ
し
て
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
…

最
後
の
卒
業
式

こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
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※ 実際の予算額は千円単位ですが、万円単位で表記しています。端
数処理の関係で、差額などが単純に一致しない場合があります。

歳 

入
（
主
な
も
の
）

□ 

地
方
交
付
税 

… 

①

　

地
方
交
付
税
は
、
町
の
歳
入
の

38
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
に

比
べ
、１
・
４
％
（
２
、７
２
１
万
円
）

増
え
て
い
ま
す
。

□ 

町
税 

… 

②

　

歳
入
の
23
％
を
占
め
る
町
税
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
１
・
３
％
（
１
、

５
１
７
万
円
）
増
え
て
い
ま
す
。

□ 

国
庫
支
出
金 

… 

③

　

前
年
度
に
比
べ
、
37
・
３
％

（
１
億
５
、７
８
６
万
円
）
増
え
て
い

ま
す
。

□ 

県
支
出
金 

… 

④

　

前
年
度
に
比
べ
、
２
・
９
％

（
996
万
円
）
増
え
て
い
ま
す
。

□ 

繰
入
金 

… 

⑤

　

前
年
度
に
比
べ
、
20
・
８
％
（
６
、

２
５
８
万
円
）
減
っ
て
い
ま
す
。

　町の基本的な行政サービスを行うために使われるのが一般会計で、
通常はこの会計からお金を出し入れしています。

□ 歳 入
① 地方交付税
　国税を財源として各市町村
に割り当てられるお金

② 町税
　町民税、固定資産税、軽自
動車税などの町に納められる
税金

③・④ 国庫・県支出金
　特定事業に対して、国・県
から使いみちを指定して交付
されるお金

⑤ 繰入金
　一般会計、特別会計、基金
などの会計間で一方の会計の
収支不足を補てんするために
充当される資金

■ 歳 出
⑥ 民生費
　児童福祉・障がい者への福
祉サービスや老人福祉の増進
などにかかる経費

⑦ 総務費
　自治振興、戸籍、選挙など
行政運営にかかる経費

⑧ 公債費
　町の借金（町債）の返済に
充てられる経費

⑨ 教育費
　学校や公民館の管理・運営、
体育活動や文化活動の振興な
どにかかる経費

⑩ 土木費
　道路・河川の整備、都市計
画などにかかる経費

県支出金
3億5,002万円
（＋2.9％）

繰入金
2億3,840万円
（－20.8％）

歳 入

53億
173万円
（＋2.9％）

歳 出

53億
173万円
（＋2.9％）

◆ 一般会計歳入 （　）内は対前年度比◆ 一般会計歳出 （　）内は対前年度比

歳 

出
（
主
な
も
の
）

■ 

民
生
費 

… 

⑥

　

町
の
歳
出
の
33
％
を
占
め
る
民
生

費
は
、
前
年
度
に
比
べ
、
20
・
３
％

（
２
億
９
、３
４
６
万
円
）
増
え
て
い

ま
す
。

■ 

総
務
費 

… 

⑦

　

総
務
費
は
、
歳
出
の
18
％
を
占
め

て
お
り
、
前
年
度
に
比
べ
、
５
・
８
％

（
５
、３
８
５
万
円
）増
え
て
い
ま
す
。

■ 

公
債
費 

… 

⑧

　

歳
出
の
13
％
を
占
め
る
公
債
費

は
、前
年
度
に
比
べ
、３
・
５
％
（
２
、

４
９
２
万
円
）
減
っ
て
い
ま
す
。

■ 

教
育
費 

… 

⑨

　

前
年
度
に
比
べ
、
９
・
８
％
（
４
、

９
７
７
万
円
）
減
っ
て
い
ま
す
。

■ 

土
木
費 

… 

⑩

　

前
年
度
に
比
べ
、
８
・
８
％
（
３
、

８
７
０
万
円
）
減
っ
て
い
ま
す
。

一般会計

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
を
町
議
会
第
１
回
定
例
会
に
上
程
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
総
額
は
、前
年
度
よ
り
２
・
９
％（
１
億
４
、７
６
１
万
円
）増
の
53
億
173
万
円
、

特
別
会
計
総
額
は
３
％
（
１
億
１
、３
３
６
万
円
）
増
の
38
億
３
、２
２
０
万
円
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
31
年
度

33
当
初
予
算

当
初
予
算

歳 
出
（
主
な
も
の
）

歳 

入
（
主
な
も
の
）

財 政 用 語
知っておきたい

一般会計　53億0,173万円

特別会計　38億3,220万円億 万円

億 万円

地方交付税
20億3,160万円
（＋1.4％）

町税
12億1,534万円
（＋1.3％）

国庫支出金
5億8,117万円
（＋37.3％）

地方消費税交付金
町債
繰越金
諸収入
寄附金
地方譲与税
その他

民生費
17億3,872万円
（＋20.3％）

総務費
9億8,070万円
（＋5.8％）

公債費
6億7,908万円
（－3.5％）

教育費
4億5,692万円
（－9.8％）

土木費
4億58万円
（－8.8％）

衛生費
消防費
農林水産業費
商工費
議会費
その他

3億4,195万円
2億8,900万円
１億5,342万円
1億1,075万円
8,398万円
6,663万円

（－9.7％）
（＋2.2％）
（－27.4％）
（－0.3％）
（＋2.7％）
（＋0.6％）

2億2,000万円
１億8,090万円
１億2,000万円
9,171万円
8,094万円
5,881万円

１億3,284万円

（＋7.3％）
（－11.5％）
（±0％）

（＋3.9％）
（＋13.0％）
（＋4.1％）
（－4.8％）
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《 町予算についての問合せ 》
総務課　財政管理係　☎（６６７）１１１１

◆ 特別会計当初予算 （　）内は対前年度比

　本来であれば、平成30年度の事業になりますが、年度内に完了しない事業があるため、平成
31年度に予算を繰り越して事業を行います。

　町の特定の事業に使われるのが特別会計で、一般会計とは別にお金を出し入れしています。特
別会計で行う事業は、公共下水道、介護保険など、下表に示した５つがあります。

特別会計

国民健康保険
　国民健康保険加入者への医療給付を行います。加入者
は国民健康保険税を納めます。

簡易水道等
　中山間地域（一部を除く中・作谷沢地区と杉下地区）
の水道を運営しています。

公共下水道事業
　生活排水で河川を汚さないように、下水道の整備・普
及を行います。下水道につないでいない世帯への加入促
進を進めていきます。

介護保険
　介護が必要な方と、その家族を支える制度が介護保険
です。介護サービスへの給付を行うとともに、介護予防
のための取り組みを進めていきます。

後期高齢者医療
　75歳以上の方と一定以上の障がいがある65歳以上の方
が加入する医療制度です。加入者は後期高齢者医療保険
料を納めます。

14億9,031万円
（＋2.0％）

3,377万円
（＋41.3％）

5億0,316万円
（－1.1％）

16億4,685万円
（＋4.9％）

1億5,81２万円
（＋1.9％）

繰越事業

山辺町立小学校空調設備設置事業 1億9,540万円

◆ 平成30年度からの繰越事業

（敬称略）

１年間よろしくお願いします

《
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
》

本
町

駅
前

仲
町

大
手
町

弾
正
淵

下
裏
小
路

東
館

上
裏
小
路

前
小
路

西
館

前
ノ
内

西
町

北
ノ
宿

上
野

上
宿

上
田
小
路

《
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
》

大
門
町
１

大
門
町
２

大
門
町
３

大
門
町
４

大
門
町
５

大
門
町
６

大
門
町
７

大
門
東
光
台

《
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
》

長
嶋
１

長
嶋
２

長
嶋
３

沢
寺

渡
辺　

清
志

三
部　

和
好

鈴
木　

一
平

長
岡　

幸
一

渡
辺　

啓
一

加
藤　

秀
樹

荒
木　

泰
助

藤
原　

有
二

川
口　

勝
男

大
通　

実

武
田　

久

村
山　

正
樹

川
﨑　

昭

永
岡　

仁

原
田　

孝

笠
原　

秀
紀

熊
谷　

勇

長
岡　

武
志

結
城　

欽
三
郎

庄
司　

秀
春

和
田　

喜
信

佐
藤　

一

細
谷　

昭

東
海
林　

功

笠
原　

正
幸

中
野　

俊
三

遠
藤　

智

武
田　

正
気

田
中

南
町
１

南
町
２

南
町
３

田
小
路

鍛
冶
町

鍛
冶
町
２

新
町
１

新
町
２

新
町
３

清
水
町

三
河
尻

《
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
》

東
町

東
高
楯

高
楯
１

高
楯
２

西
高
楯

芦
沢

《
緑
ケ
丘
ブ
ロ
ッ
ク
》

緑
ケ
丘
２

緑
ケ
丘
３

緑
ケ
丘
４

緑
ケ
丘
５

緑
ケ
丘
６

《
大
寺
ブ
ロ
ッ
ク
》

西
之
表

天
神

橋
本

学
校
前

後
藤　

す
み
子

岩
城　

真
士

吉
田　

直
幸

鈴
木　

勝
栄

大
山　

利
哉

村
山　

行
宏

樋
口　

祐
七

竹
俣　

金
博

垂
石　

勝
雄

小
松　

繁
子

多
田　

徹

舟
山　

重
信

鈴
木　

吉
昭

大
竹　

基
次

佐
藤　

伸

安
達　

幸
司

稲
村　

嘉
雄

石
川　

春
男

津
野
地　

真
紀
子

武
田　

浩
二

保
刈　

孝

石
川　

忠
治

奥
山　

良
祐

大
瀧　

宏
一

三
浦　

敏
幸

鈴
木　

弘
美

設
楽　

一
夫

久
保

南
組

北
組

鬼
ノ
目

蓮
台
寺

熊
沢

宿上
道

荒
宿

杉
下

《
中
ブ
ロ
ッ
ク
》

東中
丸

前
方

荒
谷

相
ノ
沢

湯
舟

面
白
遅
根

《
作
谷
沢
ブ
ロ
ッ
ク
》

大
杉
向

森
向

沢
下

館
野

小
針
生

上
芦
沢

簗
沢
東
部

簗
沢
中
部

簗
沢
西
部

畑
谷
東
部

畑
谷
中
部

畑
谷
西
部

相
沢　

義
夫

武
田　

昌
一

菅
井　

賢

武
田　

富
男

鈴
木　

金
夫

木
村　

長
久

阿
部　

学

日
野　

一
春

鈴
木　

宏
美

多
田　

幸
一

武
田　

二
男

稲
村　

正
志

奥
山　

健
悦

村
山　

道
雄

遠
藤　

傳
七

峯
田　

和
雄

峯
田　

正
吉

樋
口　

く
に

日
達　

範
夫

樋
口　

弘
一

佐
藤　

太
助

佐
藤　

政
克

伊
藤　

始

遠
藤　

長
治

稲
村　

清
美

江
口　

利
春

吉
田　

正
志

吉
田　

清
兵
衛

吉
田　

信
治

畑
谷
南
部

摂
待

馬
牽

《
相
模
ブ
ロ
ッ
ク
》

根
際
１

根
際
２

根
際
３

根
際
４

根
際
５

根
際
６

根
際
７

根
際
８

大
塚
１

大
塚
２

大
塚
３

大
塚
４

要
害
１

要
害
２

要
害
３

下
原

《
近
江
ブ
ロ
ッ
ク
》

近
江
１

近
江
２

近
江
３

近
江
４

近
江
５

近
江
６

近
江
７

近
江
８

近
江
９

吉
田　

茂

小
林　

明

浅
野　

隆
一

鈴
木　

寛

吉
田　

吉
則

斎
藤　

寛

鈴
木　

義
和

飯
野　

武
雄

村
山　

広
幸

武
田　

則
雄

武
田　

純
一

高
橋　

哲

後
藤　

誠

小
関　

正
敏

舟
山　

昌
弘

白
壁　

忠
彦

長
岡　

治

森
谷　

好
春

設
楽　

壽
彦

佐
東　

キ
ワ
子

渡
辺　

純
顕

板
坂　

宣
利

中
村　

勲

海
野　

幸
司

内
海　

隆

渡
辺　

健

木
村　

真
由
美

山
川　

剛
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【
総
務
課
】

中
支
所
長
：
大
宮
基
靖
（
教
育
委
員

会
事
務
局
教
育
課
）、
安
孫
子
正
治

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
）

【
政
策
推
進
課
】

政
策
推
進
課
長
兼
行
財
政
改
革
推
進

室
長
：
佐
藤
竜
（
政
策
推
進
課
主
幹

兼
行
財
政
改
革
推
進
室
行
革
推
進
係

長
）、
行
財
政
改
革
推
進
室
行
革
推

進
係
長
：
北
條
智
洋
（
町
民
生
活
課

国
保
医
療
係
長
）

【
税
務
課
】

固
定
資
産
税
係
長
：
多
田
由
美
子

（
会
計
課
会
計
係
長
）、安
達
裕
明
（
山

形
広
域
環
境
事
務
組
合
派
遣
）

【
町
民
生
活
課
】

町
民
生
活
課
長
：
高
内
浩
子
（
保
健

福
祉
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所

長
）、
国
保
医
療
係
長
：
渡
辺
純
永

（
産
業
課
商
工
観
光
係
長
）、
鈴
木
将

太
（
税
務
課
）

【
保
健
福
祉
課
】

保
健
福
祉
課
長
兼
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
：
阿
部
孝
之
（
町
民
生
活

課
長
）、
三
浦
愛
未
（
総
務
課
）

【
産
業
課
】

商
工
観
光
係
長
：
朽
木
良
次
（
中
支

所
長
）

【
建
設
課
】

主
幹
兼
下
水
道
係
長
：
長
岡
康
一（
建

設
課
下
水
道
係
長
）、
元
木
英
二
（
相

模
小
学
校
）

【
会
計
課
】

会
計
係
長
：
大
山
静
香
（
税
務
課
固

定
資
産
税
係
長
）

【
議
会
事
務
局
】

議
会
事
務
局
長
：
渡
辺
浩
樹
（
政
策

推
進
課
長
兼
行
財
政
改
革
推
進
室

長
）、
主
幹
兼
議
事
係
長
：
鈴
木
司

（
議
会
事
務
局
議
事
係
長
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
課
】

鈴
木
賢
一
（
大
寺
小
学
校
）、
多
田

良
（
建
設
課
）、
相
模
小
学
校
：
杉

坂
伸
吾
（
中
央
公
民
館
）

町
職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
の
発
令
で
、異
動
し
た
町
職
員
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
所
属
変
更
の
伴
わ
な
い
昇
任
者
は
省
略
し
て
い
ま
す
（
課
長
・
室
長
・
係
長
職
へ
の
昇
任
者
を
除
く
）。

　世界の良心と称えられ、国際連盟の常設国際司法裁判所
長をつとめた郷土の偉人、安

あ

達
だち

峰
みね

一
いち

郎
ろう

法学博士を記念して
創設された安達峰一郎奨学賞。町内の中学校で学業成績が
顕著であり、かつ心身ともに健康な生徒に一層の奨学向上
を図る目的で、安達峰一郎記念財団より毎年１人に贈られ
ています。平成30年度は、山辺中学校の垂

たる

石
いし

ひなたさん（大
手町）に授与されました。また、安達峰一郎博士顕彰会よ
り安達峰一郎奨励賞が同校の村

むら

井
い

太
たい

陽
よう

さん（近江８）と作
谷沢中学校の吉

よし

田
だ

遥
はるか

さん（簗沢東部）に授与されました。

　このたび、『やまがた攻めの米づく
り日本一運動　食味コンクール』の「は
えぬきの部」で小

こ

関
せき

健
たけ

登
のぶ

さん（大塚３）
が優良賞に、『第13回エコエリアやま
がた推進コンクール』で農事組合法人
山辺アグリＦＦ（会

あい

田
た

保
や す べ え

兵衛代表理事）
が優秀賞に選ばれました。山辺の米づ
くりの技術の高さと、養豚企業と連携
した循環型農業の取り組みが高く評価
され、今回の受賞となりました。

（写真中央）山辺アグリＦＦの会田保兵衛
代表理事、（写真右）小関健登さん

▲表彰状を受け取る垂石ひなたさん
（写真左）と村井太陽さん（写真右）

▼吉田遥さん

山辺の米づくりが
高く評価されました

安達峰一郎奨学賞に垂石ひなたさん
奨励賞に村井太陽さん、吉田遥さん

〈 各分野で表彰を受けられたみなさん 〉

奨学賞、奨励賞ともに３月15日に挙行された山辺中および作谷沢
中学校卒業証書授与式に先立ち、表彰状が授与されました。

まるごとまちごとハザードマップ　～安全避難の目印～

　町では、山形河川国道事務所や各地区自主防災組織と連携し、３月９日に三河尻地内、10日に
近江地内に洪水水位表示標識（想定浸水深）の設置作業を行いました。
　“まるごとまちごとハザードマップ”とは、自分たちの町の洪水にかかわる情報を標示して、い
ざという時に避難行動を円滑にし、被害を最小限にとどめようという取り組みです。電柱や公共
施設に洪水水位表示標識を設置することで防災意識の向上を図ることを目的としています。
　自主防災組織が主体となって、昨年11月から避難ルートや浸水エリアの確認、標識の設置箇所
の検討などを行ってきました。
　また、避難ルートや災害時のルールを記載したハザー
ドマップを両地区の全戸に配布しました。

※ 標識に記載されている浸水深の水位は、1,000年に１度
程度発生する最大規模降雨量を想定し、須川のはん濫
解析のデータによる数値となります。

　  防災対策課 危機管理係　☎（６６７）１１１９ 当日の作業の様子（近江地区）問合せ

業務場所の変更があった係

〇保健福祉課 介護支援係が
　保健福祉センターから役場１階に移動

〇教育委員会事務局教育課 社会教育係が
　役場２階から中央公民館に移動

〇教育委員会事務局教育課 社会体育係が
　町民総合体育館から役場２階に移動

※ 上記が変更のあった係です。これ以外の変
更はありません。

４月１日から
観光案内窓口がふるさと交流センターへ移動

　町内の観光・イベント情報などを紹介する観光案内
窓口を「観光案内所すだまり」で行ってきましたが、
ふるさと交流センター内に場所を変更しています。

営業日時／火曜日～日曜日　午前９時30分～午後５時
休業日／ 月曜日、国民の祝日（こどもの日・文化の日

を除く）、年末年始
利用方法／予約不要、無料

　ふるさと交流センター　☎（６６５）８５８２問合せ
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長寿まつり

いきいき元気に健康長寿
　介護予防教室の一環『長寿まつり』が、３月
12日に山辺南部公民館で開催。まつりでは、音
楽に合わせて椅子に座ったままできる転倒予防
運動に取り組んだり、懐かしの音楽を歌ったり
して、心も体もリフレッシュしました。

「くわご」刊行会

『くわご』第23号が刊行
　「くわご」刊行会（中

なか

谷
たに

美
み

智
ち

子
こ

会長）による
山辺町民の総合誌『くわご』第23号が刊行され
ました。今回の特集は“日本の農業に未来はあ
るのか”。そのほか、エッセイ・詩・短歌など、
選りすぐりの作品が盛りだくさんの一冊です。

リズムに合わせて伸びの運動

武田勇治郎を詩
うた

う「べっきの会」

勇治郎の詩を読み聞かせ
　３月５日、武田勇治郎を詩う「べっきの会」に
よる読み聞かせが、大寺小学校で行われました。
読み聞かせでは、勇治郎の生い立ちに触れながら、
多くの詩や童謡などが朗読され、山辺が生んだ
童謡詩人の魅力を伝えました。

チョウザメ会、作谷沢特産品探索会

絶品、チョウザメ料理
　チョウザメ会が作谷沢地区の湧水を活用して
約30年前から飼育しているチョウザメ。地区の
新たな特産品化を目指し、試食会が３月21日に
行われました。雄をしゃぶしゃぶにしたものが
提供され、参加者はその旨

うま

みを堪能しました。

町立小・中学校卒業式

新たな道へ、巣立ちのとき
　町内の小・中学校の卒業証書授与式が３月15日か
ら19日にかけて行われ、児童・生徒たちは思い出の
つまった母校との別れを惜しみました。
　平成30年度の卒業生は、小学生123人、中学生136人。
校長先生から卒業証書を受け取った卒業生は、お世
話になった先生や友人たち、保護者のみなさんへの
感謝の気持ちと、学校生活で培った多くの思い出を
胸に、慣れ親しんだ学び舎

や

を後にしました。
※大寺小学校卒業式については、２～３ページに掲載

まちなか“雛”ミュージアム

山辺町ならではのひな祭り
　“山辺が創る、いろんなお雛様”をテーマに、３
月２日から24日まで『まちなか“雛”ミュージアム』
が開催されました。期間中は、ふるさと交流センター
「あがらっしゃい」を中心に周辺の商店も一体となっ
て、創作雛の展示や雛巡り満喫ツアー、雛ワーク
ショップなどが開催され、町内外から訪れた人々を
楽しませました。
　オープニングセレモニーでは、子どもたちが町内
産ニットの衣装に身を包み、お雛様に変身！かわい
らしいお雛様の登場でイベントを盛り上げました。

校長先生から卒業証書を受け取る卒業生
（写真は、山辺中学校卒業証書授与式）武田勇治郎は、３月に生誕100年を迎えました

▲試食会の様子
◀チョウザメのお造り

①にこやかな表情をしたピーナッツ御
お

道
ど

化
け

雛
②展示されたさまざまな雛飾り

②

①

同会では、次回発行の第 24号掲載原稿を募集中

◀しゃぶしゃぶにしたチョウザメ

MｙTown　TopicsMMMMMMM pppppppｙｙｙｙｙｙｙｙ iiiiioooooooTTTTTTTTnnnnnnwwwwwwoooooooooTTTTTTTTTMMMMMMMM oo pM iiiiiMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙｙTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooopppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiii sssssssssccccccccsccccccccccccccccccccccccccccccssssssssssssssssssssssssssssss

チョウザメ会チ ウザメメメ会会会会会会
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お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す

　

地
域
経
済
の
活
性
化
と
町
民
の

住
環
境
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
山
形

県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事

業
に
適
合
す
る
も
の
）
に
対
し
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

申
請
な
ど
で
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
着
工
前
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申
請
要
件
／
次
の
①
と
②
の
両
方

の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

①
工
事
要
件

・
町
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
自
ら

居
住
す
る
住
宅
（
店
舗
な
ど
の

併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分

の
み
対
象
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
・
減
災
・
部
分
補
強
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
寒
さ
対
策
・
断
熱
化
、

一
定
量
以
上
の
県
産
木
材
利
用
、

克
雪
化
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
内

容
が
、
町
の
定
め
る
基
準
点
10

点
以
上
（
工
事
費
が
50
万
円
未

満
の
場
合
は
５
点
以
上
）
と
な

る
工
事

・
県
内
に
本
店
が
あ
る
事
業
所
、
ま

た
は
県
内
に
住
所
が
あ
る
個
人

事
業
主
が
施
工
す
る
こ
と

②
対
象
者
要
件

・
２
０
２
０
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

に
完
了
届
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
諸
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
内
容
／

【
一
般
型
の
場
合
】

　

工
事
費
用
の
10
％
以
内
、
上
限

20
万
円

※
三
世
代
世
帯
、
近
居
世
帯
、
新

婚
世
帯
、
多
子
世
帯
施
工
の
場
合

は
、補
助
率
を
20
％
と
し
た
う
え
、

補
助
上
限
額
を
10
万
円
上
乗
せ
し

ま
す
。

【
移
住
型
の
場
合
】

　

工
事
費
用
の
20
％
以
内
、
上
限

30
万
円

※
新
婚
世
帯
、
多
子
世
帯
施
工
の

場
合
は
、
補
助
率
を
30
％
と
し
た

う
え
、
補
助
上
限
額
を
10
万
円
上

乗
せ
し
ま
す
。

※
県
産
木
材
を
３
㎡
以
上
使
用
す

る
工
事
ま
た
は
空
き
家
を
利
活

用
す
る
場
合
は
、
補
助
上
限
額
を

10
万
円
上
乗
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
４
月
22
日
㈪
〜
９
月

30
日
㈪

※
募
集
期
間
内
で
の
先
着
順
で
す
。

注
意
点
／

・ 

予
算
額
が
上
限
に
達
し
た
場
合

は
、
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も

終
了
と
な
り
ま
す
。

・ 

介
護
保
険
か
ら
の
給
付
、
町
の

ほ
か
の
補
助
制
度
（
利
子
補
給

制
度
を
含
む
）
は
併
用
で
き
ま

せ
ん
。

・ 

す
で
に
着
工
、
ま
た
は
完
了
し

て
い
る
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・ 

請
負
業
者
と
の
契
約
・
着
工
は

補
助
金
交
付
決
定
通
知
日
以
降

と
な
り
ま
す
。

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

住
宅
の
増
改
築
工
事

に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す

　

町
内
の
業
者
や
個
人
事
業
主
と

請
負
契
約
し
施
工
す
る
住
宅
や
附

属
建
築
物
の
増
改
築
、
改
修
工
事

に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
の
可
否
お
よ
び
申
請

な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

着
工
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
要
件
／
次
の
①
と
②
の
両
方

の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

①
工
事
要
件

・
町
内
に
自
ら
が
所
有
し
、
居
住

す
る
住
宅
（
店
舗
な
ど
の
併
用

住
宅
の
場
合
、
住
宅
部
分
の
み

対
象
）、
附
属
建
築
物
（
車
庫
、

小
屋
な
ど
で
基
礎
構
造
を
有
す

る
も
の
）
の
増
改
築
、
改
修
工

事
・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
業
者
が

施
工
す
る
こ
と

・
税
込
み
の
工
事
費
用
が
20
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と

②
対
象
者
要
件

・
２
０
２
０
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

に
完
了
届
を
提
出
で
き
る
こ
と

・
諸
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
内
容
／
工
事
費
用
の
８
％
以

内
、
上
限
20
万
円

募
集
期
間
／
４
月
22
日
㈪
〜
５
月

31
日
㈮

※
予
算
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ

っ
た
場
合
は
抽
選
で
選
考
し
、
決

定
者
に
は
、
６
月
中
旬
に
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

補
助
金
交
付
決
定
通
知
日
／
６
月

10
日
㈪
（
予
定
）

注
意
点
／

・
介
護
保
険
か
ら
の
給
付
、
町
の

他
の
補
助
制
度
（
利
子
補
給
制

度
を
含
む
）
と
併
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

・
す
で
に
着
工
、
ま
た
は
完
了
し

て
い
る
工
事
は
対
象
外
で
す
。

・
請
負
業
者
と
の
契
約
・
着
工
は

補
助
金
交
付
決
定
通
知
日
以
降

と
な
り
ま
す
。

建
設
課
管
理
用
地
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
１
３

みんなでごみを減らしましょう！
町民生活課　生活環境係
☎（６６７）１１０９

【平成31年２月のもやせるごみ量】

　　※平成30年２月との比較：＋3.87ｔ
　（家庭系：＋3.92ｔ、事業系：－0.05ｔ)

　２月は前年同月より、もやせるごみの量が
増えています。分ければ“資源”、まぜれば“ご
み”です。ごみの分別と削減に努めましょう。

祝
日
、
休
日
も
ご
み

の
収
集
を
行
い
ま
す

　

４
月
29
日
㈪
〜
５
月
６
日
㈪
は

祝
日
で
す
が
、
ご
み
の
収
集
は
通

常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

収
集
日
／
４
月
29
日
㈪
〜
５
月
３

日
㈮
、
６
日
㈪

町
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
９

　

障
が
い
者
の
方
が
所
有
す
る
車

を
本
人
が
運
転
す
る
場
合
や
、
障

が
い
者
の
方
の
た
め
に
生
計
を
と

も
に
し
て
い
る
方
が
運
転
す
る
場

合
は
、
定
め
ら
れ
た
期
限
内
に
申

請
す
る
こ
と
で
、
軽
自
動
車
税
の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
免
台
数
／
１
人
に
つ
き
１
台

※
自
動
車
税
の
障
が
い
者
減
免
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
重
複
し
て

減
免
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
障
が
い
の
内
容
や
等

級
に
よ
っ
て
該
当
し
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

車
検
証
の
名
義
人
／
障
が
い
の
あ

る
方
ご
本
人
の
名
義
に
限
り
ま
す
。

※
18
歳
未
満
の
身
体
障
が
い
者
、

５
月
７
日
㈫
以
降
に

車
検
を
受
け
る
方
へ

　

５
月
７
日
㈫
以
降
の
軽
自
動
車

の
車
検
（
継
続
検
査
）
に
は
、
平

成
31
年
度
の
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
平
成

30
年
度
の
納
税
証
明
書
は
お
使
い

個
人
番
号
の
記
入
が
必
要
で
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
に
つ
い
て

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者

の
場
合
は
ご
家
族
の
方
の
名
義
で

も
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
期
間
／
納
税
通
知
書
が
届
い

て
か
ら
４
月
26
日
㈮
ま
で

申
請
場
所
／
税
務
課
町
民
税
係

（
役
場
１
階
④
番
窓
口
）

持
ち
物
／
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、

運
転
免
許
証
、
印
か
ん
、
軽
自
動

車
税
納
税
通
知
書
、
車
検
証
、
減

免
を
受
け
る
方
の
個
人
番
号
カ
ー

ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

と
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も
の

税
務
課
町
民
税
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
５

に
な
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
に
は
、
役
場
か
ら
納
税
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。
納
付
確
認
後
に

発
送
（
５
月
14
日
ご
ろ
を
予
定
）

し
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

税
務
課
収
納
対
策
室
収
納
管
理
係

☎
（
６
６
７
）
１
１
０
５

申
請
・
問
合
せ

問
合
せ

申
請
・
問
合
せ

申
請
・
問
合
せ

問
合
せ

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１

一度の登録で、町の災害情報などをメールで入手できます。
（登録時、メール受信時などに発生する通信料は、登録した方の負担となります。）

登録サイトアドレス（PC） 　https://service.sugumail.com/yamanobe/member/
登録サイトアドレス

（携帯・スマートフォン）
　https://service.sugumail.com/yamanobe/
　※右のQRコードをご利用ください。

防災放送自動音声応答電話番号　☎（６２９）００１１ 毎月１日の午後７時にサイレンが鳴ります

登録制メール（登録サイトアドレス） お 知 らせ
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山辺町大字山辺2250‐1 http://www.yamanobe-kaigo.net

電話一本・乗って安心

℡.023‐664‐5030

福祉用具のレンタル・販売

 
℡.023‐665‐8226

住宅改修のお手伝い
も行っております。

【 広 告 】

お
知
ら
せ
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

毎月８日と18日は舞
まいまいとん

米豚の日です！みんなで舞米豚を食べましょう！

の
べ
う
ま
レ
シ
ピ

ごはんがすすむ一品！

～さんま丼～

① タレを作る。鍋にみりん、酒を入れ、火にかけてアルコール分をとばし、濃口しょうゆを加えて
1/3程度煮つめる。カレー粉を空炒りし、こしょうと粉さんしょうを入れて冷ます。

② さんまは頭と内臓を取って水洗いをして３枚におろし、腰骨と小骨を抜く。皮目の方に切れ目を入
れ、15～20分程度タレにつける。

③ ごぼうをせん切りにして油で炒め、タレで味付けをする。
④ 小ねぎを小口切りし、焼きのりは手でちぎる。
⑤ タレに漬け込んださんまを串に刺し、両面をかけ焼きする。
⑥ 器にごはんを盛り付け、のりを散らして③のごぼうをしく。その上に焼きあがったさんまを盛り、
小ねぎを散らしたら、できあがり！

　さんまを焼いた香ばしさとタレに含まれているカレー粉が合い、ごはんがすすむ一品です。ぜひ、作ってみ
てください。

〈作り方〉

※ 町ホームページではカラー写真で掲載して
いますので、ぜひご覧ください

毎月19日は家族そろって
食事をしましょう。

毎月
19日は

食育の日
レシピのべ

やま

高校食物科の

いもの

うま

〈材料〉（２人分）

・さんま ２尾
・ごぼう 1/2本
・小ねぎ 1/3束
・焼きのり １枚
・ごはん 300ｇ

【タレ】
・みりん 260㏄
・酒 150cc
・濃口しょうゆ 100cc
・カレー粉 少々
・こしょう 少々
・粉さんしょう 少々

【 広 告 】

み
ん
な
で
楽
し
く
健
康
教
室
！

〝
い
き
い
き
教
室
〞

　

み
ん
な
で
楽
し
く
身
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
元
気
な
方
が

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
教
室
で
す
。

タ
オ
ル
や
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
体
操

や
、音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
な
ど
、

わ
い
わ
い
に
ぎ
や
か
に
体
を
動
か

し
汗
を
流
し
ま
し
よ
う
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

方 Ｇ
Ｗ
中
の
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す

開
設
日
／
４
月
30
日
㈫
、
５
月
２

日
㈭

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容
／
家
賃
が
払
え
な
い
、

失
業
に
よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
、

な
ど

山
辺
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
６
６
６
）
６
５
６
５

「新しいさくらんぼ仕立て」
研修会の開催について
　樹高が低く、高所作業が少ないため作業が
簡易な仕立て方（平棚・Ｙ字）に先進的に取
り組む農家の園地を視察する研修会を開催し
ます。
　受講希望の方は、県園芸農業推進課まで直
接申し込んでください。申込者多数の場合は
抽選で受講者を決定します。
日時／５月18日㈯　午前８時～正午
対象者／さくらんぼ生産者および就農予定者

など
参加料／無料
申込み期限／５月７日㈫
その他／視察園地までマイクロバスで移動

　　 山形県園芸農業推進課
☎（６３０）２３１９

夢
を
応
援
基
金

『
ひ
と
り
親
家
庭
支

援
奨
学
金
制
度
』

　

ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
り
、
就
学

に
関
し
て
経
済
的
に
困
難
な
生
徒

に
奨
学
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
学
年
／
中
学
３
年
生
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
な
ど
に
在

籍
す
る
生
徒

金
額
／
３
、０
０
０
円
（
月
額
）

必
要
書
類
／
申
請
用
紙
は
、
全
母

子
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

zenbo.org

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
／
申
請
用
紙
を
一
般
財

団
法
人
山
形
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
事
務
局
ま
で
直
接
郵
送
、
ま

た
は
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
締
切
／
４
月
26
日
㈮
必
着

〒
９
９
０
‐
０
０
２
１

山
形
市
小
白
川
町
２
‐
３
‐
31

一
般
財
団
法
人
山
形
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
事
務
局
（
山
形
県
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
（
６
３
３
）
０
９
６
２

服
装
／
動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物
／
水
分
補
給
の
た
め
の
飲

み
物
（
水
・
お
茶
な
ど
）、タ
オ
ル
、

運
動
靴

【
山
辺
北
部
公
民
館
】

開
催
日
／
５
月
７
日
〜
11
月
５
日

（
月
２
回
・
火
曜
日
）

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

参
加
費
／
１
、０
０
０
円
（
全
13

回
）

申
込
み
期
限
／
４
月
23
日
㈫

※
今
年
度
開
催
の
教
室
は
、
今
後

も
広
報
紙
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（
６
６
６
）
６
５
６
５

・
山
辺
北
部
公
民
館

☎
（
６
６
７
）
０
５
５
１

移住支援金を支給します
　東京23区（在住者または通勤者）から山辺町内に移住し、山形県が設置したマッチングサイ
トに移住支援金の対象として掲載する求人に就業した方などに対し、最大100万円の移住支援金
を支給します。要件がありますので、詳しくは下記に問い合わせいただくか、町ホームページ
をご覧ください。

　 政策推進課 総合戦略係　☎（６６７）１１１０
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●人のうごき（平成31年４月１日現在）　※（ ）内は前月からの増減
　 人口14,303人（-40）【 6,977人（-8） 7,326人（-32）】　世帯数4,830（+5）　出生3人　死亡14人　転入48人　転出77人

地
球
環
境
保
護
の
た
め
に
森
林
認
証
木
を

原
料
と
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
や
ま
の
べ

第
７
４
５
号　

平
成
31
年
４
月
15
日
発
行　

編
集
発
行
／
山
辺
町
政
策
推
進
課
（
山
形
県
東
村
山
郡
山
辺
町
緑
ケ
丘
５
番
地
）　

☎
０
２
３
（
６
６
７
）
１
１
１
０

役場庁舎のご案内
　役場庁舎のそれぞれの課・係の配置図です。内容について
は、平成 31年４月１日現在のものとなります。年度途中に
変更になる場合がありますのであらかじめご了承ください。
（※外部施設などについては省略しています。）

３階

☎（667）1117
事務局長 渡辺浩樹

高橋敦子町民税係 係長

多田由美子固定資産税係 係長

④番窓口 ③番窓口 ②番窓口 ①番窓口

１階

☎（667）1105
長岡恒多夫課長

ロビー
入口

大山静香会計係 係長

☎（667）1104

２階

鈴木司議事係 係長

収納対策係 三浦浩人係長
収納管理係 細矢貴行係長

長岡恒多夫会計管理者兼課長

丹野文農政係 係長

丹野文担い手支援係 係長
農村整備係 武田忍係長

商工観光係 朽木良次係長

☎（667）1114

鎌上寛史農地係 係長
吉田郁男事務局長

木村健太

☎（667）1106
吉田郁男課長

中川希樹 三浦宏文
後藤智宣 須藤由香奈

危機管理係 三部洋係長

防災減災推進係 秋葉雅司係長

☎（667）1119

寺嶋政之 長岡憲吾

☎（667）1111

川口崇庶務係 係長
岩城真也財政管理係 係長

佐藤正彰課長

安孫子正治

鈴木美郷 中川輝宣
門脇達也渡辺愛美

安達裕明 山口智大

土田さやか 川口海

佐藤貴裕 武田志穂

☎（667）1110
佐藤竜課長

鈴木宏美総合戦略係 係長
多田博情報統計係 係長

武田洋明山口嘉講
宗田聡司丹野佳絵

☎（667）1115
佐藤英敏課長 鈴木義彦主任指導主事
田中英樹総務係 係長

後藤美希学校教育係 係長

渡辺利弘社会体育係 係長

三浦龍典 菅原茜

☎（667）1113
高橋新也課長

長谷川友浩管理用地係 係長
長谷川友浩道路河川係 係長
菱沼敏幸都市整備係 係長
長岡康一下水道係 係長

会田宗広 笹原翔太 伊藤俊輔
長瀬司峯田幸子

村山幸一課長

牧野友裕財産管理係 係長

須貝真由美課長補佐

後藤和幸 笹原楽 稲村和博 元木英二

木村ひろみ住民係 係長
生活環境係 後藤忠秀係長

国保医療係 渡辺純永係長

☎（667）1109
高内浩子課長

高橋直之半田裕美

後藤由貴 鈴木将太
佐藤初音鈴木友介

山川花奈

遠山進福祉係 係長
介護保険係 川口美佐紀係長

子育て支援係 武田紀子係長

☎（667）1107
阿部孝之課長

渡辺節子 鈴木敦
小島裕子

武田紀子課長補佐

伊藤武紘

笹原章裕

三浦愛未

介護支援係 安達久博係長

金井早紀

田中絵美

青木稔 酒井佑太斎藤雅和

佐藤義朗（課付）課長

北條智洋係長行革推進係

鈴木賢一 多田良


